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1. はじめに 

近年，機械学習を用いて製品の異常検知を自動化する

ことで，作業の効率化や人件費の削減をするだけでな

く，人間による曖昧な判断ではなく機械的な判断での

判別を図る企業が増加している． 

そこで本研究では，動画像のリアルタイム画像処理に

適した YOLOv7[1]のモデル構造を，異常検出手法であ

る Gaussian-AD[2]の画像特徴抽出用 CNN として適用し，

建設機材の異常検知を行う手法を提案する．この手法

による異常検知の判別精度とその推論速度を評価し，

動画像の異常検知の有効性を確認することを本研究の

目的とする．  

2. 提案手法 

 Gaussian-AD は静止画用の異常検知手法であるため，

推論速度の問題によりリアルタイムでの動画像の異常

検知は困難である．そこで本研究では，Gaussian-AD の

特徴抽出用 CNN である EfficientNet をリアルタイム性

に優れた YOLOv7 のモデル構造に置き換えた異常検知

手法を提案する．  

3. 建設機材の異常検知結果 

 建設機材の静止画の異常検知を提案手法と既存手法

の Gaussian-AD で実行した．図 1 の上が正常品，下が異

常品を示している．この時，学習用正常画像は 493 枚，

推論用画像は正常，異常で合計 172 枚，画像サイズは

224×224px とした．また，しきい値は正常品の異常度

の最大値と，異常品の異常度の最小値を設定し，正解

率，適合率，再現率，F 値を比較した．その結果を表 1，

表 2 に示す．また，提案，既存手法の学習，推論時間

を計測し，比較した結果を表 3 に示す．この時，表 1，

表 2，表 3 での提案手法は YOLOv7 の 20 層目の結果を

示す． 

 

 

図 1 建設機材(上：正常 下：異常) 

表 1 しきい値が正常品の異常度の最大値 

手法 正解率 適合率 再現率 F 値 

提案手法 0.9360 1.0000 0.7027 0.8254 

既存手法 0.9186 1.0000 0.6216 0.7667 

 

表 2 しきい値が異常品の異常度の最小値 

手法 正解率 適合率 再現率 F 値 

提案手法 0.2151 0.2151 1.0000 0.3541 

既存手法 0.6163 0.3592 1.0000 0.5286 

 

表 3 提案手法，既存手法の学習，推論時間 

手法 学習時間(s) 推論時間(s) 1 枚あたりの 

推論時間(s) 

提案手法 4.7325 1.7941 0.0104 

既存手法 65.1990 21.9636 0.1277 

 

 表 1，表 2 から，しきい値が正常品の異常度の最大値

の時に正解率，F 値ともに精度が良く，その場合，提案

手法の方が既存手法より精度が良いことが確認できた． 

また表 3 から，提案手法が既存手法より学習時間，

推論時間の両方で優れていることが確認できた．30FPS

の動画の 1 フレームが約 0.03 秒であるのに対し，提案

手法は 1枚あたり約 0.01秒で推論できていることから，

リアルタイムの動画像の異常検知は実質的に可能であ

り，有効性があると考える． 

4. おわりに 

 本研究では，Gaussian-AD の特徴抽出用 CNN を

YOLOv7 に置き換えた異常検知手法を提案した．今後

はしきい値の設定方法の模索や実際の動画像の異常検

知を行う予定である． 
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